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九州大学高度医療人材養成拠点の形成
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薬学部（創薬科学科・臨床薬学科）

薬学府（大学院）

臨床教育研修センター

医師と歯科医師の卒後教育を統括する部門。より良い環境で研修
ができ、自ら学び、積極的に経験ができるようあらゆる面から研修
生活をサポート。

ARO次世代医療センター

新しい治療などにつながる可能性がある医療シーズを医療現場で

使える製品として実用化するのに必要な数々のステップを本セン
ターがサポート。生命現象の本質や疾患発症のメカニズムに迫る最先端の

基礎研究

基礎的研究から高度先進医療を開発する応用研究まで革新的な成果を目指すため、医・歯・薬各分野の研究者が集中
する九州大学病院キャンパス全体でのスケールメリットを活かし、部局を超えた協力により世界トップレベルの成果を創出し、
未来の医療・医学を担う若き人材を育成する。

× 健康医療ＤＸ推進戦略

 診療科の枠を超えた若手研究者による横断的組織の設置  臨床研究支援人材のキャリアパス構築

 臨床実習コーディネータ配置による確実な医行為経験

 Near Peer Learning 体制構築による教員の負担軽減 ICTやDXの活用による研究支援業務の効率化

遠隔医療ネットワーク

世界各拠点病院との連携

臨床研究中核病院・橋渡し推進研究拠点・がん
ゲノム医療中核病院としての国内ネットワークに
おける人材交流

診療現場における支援機能を強化

産業界

医療機器メーカー、製薬会社とのマッチング支援による共同研究
の掘り起こし

事業の効果

 資料となる医師主導治験、c. 悉皆性の高いレジストリー研究、と定義し、それぞれが3、5、10本以上となること
を目指すことで、医療の質の向上や治療の早期開始、研究者の育成に貢献。

 医学生によるコモンな疾患の経験と医行為の経験の着実な実施と医学生の教育スキルの向上、学修履歴の可
視化による学生の臨床参加型臨床実習の充実。さらにＤＸ化等による教員負担の軽減も同時に実現。また教育
業績の可視化によるClinical Education trackの構築を、全国の大学のモデルとしての波及を目指し、最終的に
医療水準の向上に貢献。


